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○稲西っ子寺子屋・・・皆さんに助けられて 

夏休みのはじめと終わり、２日間ずつ「稲西っ子寺子屋」を稲羽中校区学

校運営協議会の主催として、試行的に開催しました。子供たちの参加希望

は４日間で、のべ８０名でした。子供たちを支えるボランティアさんの参加

は、９名。そして稲羽中学校の生徒７名も加わってくれました。 

稲羽ふれあいセンターでは、参加者は少数でしたが、顕微鏡でメダカの

卵を観察したり、人工イクラを作ったり、折り紙を折ったりと楽しくふれあい

ができたようです。特に、夏休みの前半には、夏の課題として取り組んだ

計算をノートにやり終えると、答え合わせをお願いする１年生の姿があり、

自分から進んでボランティアさんに関わりを求めていく姿にたくましさを感

じることができました。 

稲羽西福祉センターでは、広めの部屋を予約することができず、小さい

部屋に分かれて行いました。結果的に部屋が狭いことが幸いしてか、落ち

着いて、自分の課題を黙々と行う子供たちの姿がいっぱい見られました。

中学生のお兄さんが、計算や漢字などのドリル学習を見守り、アドバイスす

る姿もあり、とても微笑ましい光景でした。最終日には、昔の火起こし機（マ

イギリ式）の実演も見せてもらえました。参加の５年生も興味を持ってくれた

ようです。参加していただけたボランティアさんの中には、絵本を用意し、子

供たちの興味に合わせて、読み聞かせを行おうと準備をされていました。 

子供たちの夏のひとときを積極的に支えていただいた地域、大学生、そして稲羽中学生のボランティアの皆様

に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

今後できることでしたら、子供たちの冬の生活を支える「稲西っ子寺子屋」が開催できるといいなと思っていま

す。また、来年度に向けては、地域の皆様からボランティアを募り、子供たちが楽しく参加してみたいと思える講座

（例えば、虫取りの極意教えます、一緒に音楽を奏でませんか、釣り名人になれるかな、習字に挑戦・・・）を開設し

てみてはとも思います。子供たちとこんなことできたらいいなと思うことをエントリーして取り組めたらと思います。 

どうぞ、ご期待ください。そして、皆様のボランティア参加をお待ち申し上げます。  

 

○ 夏休みＰＴＡ奉仕作業 ・・・ ありがとうございました。  

８月２４日(土)午前 7 時。快晴の中、奉仕作業がスタートされました。ＰＴＡ役員の皆様、各地区の皆様、そして

６年生の子供たち、教職員を含め、およそ２００名が参加しました。地区ごとの分担に従って、作業を進めていただ

きました。 

当日は、早朝より気温はうなぎ登りとなる天候で、熱中症を心配しつつ、校庭の草刈り、校舎内の掃除等、手際

よく作業を進めていただきました。刈り取った草木は 2㌧トラック 2台分にもなりました。 

皆様のお陰で、学校に心地よい風が吹き抜け、すっきりとした清涼感を味わいました。9月 28日の運動会を素

敵な環境で迎えられます。ご参加の皆

様方のご尽力、本当にありがとうござ

いました。 

６年生の皆さんには、トイレ掃除あ

りがとうございました。全校児童のお

手本として、ボランティア活動にさらに

力を入れ、「パワーアップ」してくれるこ

とを期待します。  

   稲 西  っ 子 

「メダカの赤ちゃんの心臓が動いているよ。」 

「どれどれ。よくできたね。いいよ。」 


